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新しい正副議長が決まりました
　平成30年５月22日に開かれた５月臨時会において、正副議長の選挙が行われま
した。議長には井上順吾議員（自民党県議団）、副議長には畑中茂広議員（国民
民主党・県政県議団）が選出されました。

５月臨時会

第80代
福岡県議会副議長

畑
はた

中
なか

　茂
しげ

広
ひろ

昭和27年４月19日生

（３期・京都郡 選出）
国民民主党・県政県議団

第68代
福岡県議会議長

井
いの

上
うえ

　順
じゅん

吾
ご

昭和26年12月４日生

（４期・大野城市 選出）
自民党県議団

　
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
家
屋
損
壊
を
は
じ
め
農
作
物
等
の
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様

に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
と
被
災
さ
れ
た
方
々

の
生
活
再
建
の
支
援
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

福 

岡 

県 

議 

会

議会運営委員会

　会期、議事日程、会期の延長・休会、特別委員会の設
置・改廃、議会関係の条例や規則の制定・改廃など、議決
を必要とする案件の取り扱いを協議します。

代表者会議

　議会の行事に関すること、議員定数に関すること、改
選に伴う初議会の運営に関すること、その他議会運営
上必要と認める事項などについて協議します。

（
◎
印
は
委
員
長
、○
印
は
副
委
員
長
）

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

　
椛
島
　
德
博
（
緑
友
会
）

　
松
下
　
正
治
（
公
明
党
）

　
壹
岐
　
和
郎
（
公
明
党
）

　
今
井
　
保
利
（
国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団
）

　
仁
戸
田
元
氣
（
国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団
）

　
中
村
　
誠
治
（
国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団
）

○
大
橋
　
克
己
（
国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団
）

◎
栗
原
　
　
渉
（
自
民
党
県
議
団
）

　
松
本
　
國
寛
（
自
民
党
県
議
団
）

　
中
尾
　
正
幸
（
自
民
党
県
議
団
）

　
秋
田
　
章
二
（
自
民
党
県
議
団
）

　
塩
川
　
秀
敏
（
自
民
党
県
議
団
）

　
大
島
　
道
人
（
自
民
党
県
議
団
）

　
板
橋
　
　
聡
（
自
民
党
県
議
団
）

　
片
岡
　
誠
二
（
自
民
党
県
議
団
）

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

　
井
上
　
忠
敏
（
緑
友
会
会
長
）

　
大
橋
　
克
己

　
　（
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
／

　
　 

国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団
）

　
吉
村
　
敏
男

　
　（
国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団
会
長
）

　
畑
中
　
茂
広

　
　（
副
議
長
／
国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団
）

　
井
上
　
順
吾

　
　（
議
長
／
自
民
党
県
議
団
）

　
原
口
　
剣
生

　
　（
自
民
党
県
議
団
会
長
）

　
栗
原
　
　
渉

　
　（
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
／

　
　 

自
民
党
県
議
団
）

　
森
下
　
博
司
（
公
明
党
団
長
）

民進党・県政県議団は６月25日付で国民民主党・県政県議団に会派名を変更しました。

　５月臨時会におきまして、福岡県議会議長及び副議長に推挙を賜り、身に余る光栄でありますとと
もに、身の引き締まる思いでございます。
　県政において、二元代表制の一翼を担う県議会の果たすべき役割と責任は重く、わたしども議員は、
県民の皆さまの身近にあって、ご意見をきめ細かく県政に反映させる責務を担っていることを常々忘
れないよう心がけております。
　これからも、議会の合意のもと、議会改革を進めるとともに、執行部との適切な緊張関係を保ちつ
つ、政策提言等をさらに活発に行い、県政の発展に全力を尽くしてまいる所存でございます。
　多くの県民の皆様に、この福岡に住んでよかったと実感していただけるよう、正副議長力を合わせ
て頑張ってまいりますので、皆様の一層のご支援とご協力を賜りますよう心からお願い申し上げます。
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※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したものです。　　※（　）は選挙区を記載

Ｑ　

今
回
、
業
務
上
横
領
容

疑
で
逮
捕
さ
れ
た
県
の
総
務

部
職
員
が
会
計
事
務
を
担
当

し
て
い
た
任
意
団
体
「
木
曜

会
」
は
、
福
岡
市
に
所
在
す

る
国
と
関
係
団
体
の
出
先
機

関
の
長
の
集
ま
り
の
よ
う

だ
。
事
件
発
覚
後
に
県
が
着

手
し
た
任
意
団
体
と
親
睦
団

体
の
実
態
調
査
の
結
果
と
見

直
し
を
含
め
知
事
の
見
解
を

尋
ね
る
。

Ａ　

知
事
部
局
等
に
お
け
る

木
曜
会
以
外
の
点
検
対
象
団

体
は
、
任
意
団
体
が
２
１
３
、

親
睦
会
５
１
１
で
計
７
２
４
。

任
意
団
体
は
、
県
の
事
業
を

実
施
す
る
上
で
他
の
自
治
体

等
と
連
携
し
た
方
が
施
策
効

果
を
実
現
で
き
る
場
合
、
実

行
委
員
会
な
ど
の
形
で
設
置
。

親
睦
会
は
職
員
同
士
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
、

会
費
を
徴
収
し
、
会
の
開
催

費
用
等
に
使
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
団
体
を
総
点
検
し
た

結
果
、
横
領
な
ど
不
正
な
支

出
は
な
か
っ
た
。
任
意
団
体

は
毎
年
度
の
事
務
事
業
の
見

直
し
な
ど
を
通
じ
て
必
要
性

を
点
検
し
、
廃
止
や
統
廃
合

を
進
め
た
い
。

Ｑ　

福
岡
空
港
の
民
間
委
託

は
、
地
域
の
意
向
を
反
映
す

る
仕
組
み
の
整
備
が
極
め
て

重
要
だ
。
地
元
を
代
表
す
べ

き
立
場
の
福
岡
市
が
資
本
参

加
せ
ず
と
も
空
港
運
営
に
支

障
を
も
た
ら
さ
な
い
と
考
え

る
か
。

Ａ　

県
は
空
港
運
営
会
社

に
出
資
と
役
員
派
遣
を
行

い
、
広
域
的
な
地
域
の
意
向

を
公
的
な
立
場
か
ら
適
時
的

確
に
空
港
運
営
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
民
間
委
託
に
つ
い
て

地
元
に
安
心
感
を
与
え
、
福

岡
空
港
が
地
域
の
期
待
す
る

役
割
を
将
来
に
わ
た
り
持
続

的
に
果
た
し
て
い
け
る
と
考

え
る
。
県
が
新
運
営
会
社
の

運
営
の
基
本
的
な
方
向
や
方

針
の
決
定
に
参
画
し
、
広
域

自
治
体
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
で
、
福
岡

都
市
圏
を
含
め
た
広
域
的
な

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事

業
の
展
開
が
図
ら
れ
、
福
岡

市
の
資
本
参
加
が
な
く
て
も

民
間
委
託
後
の
空
港
運
営
に

は
支
障
が
生
じ
な
い
と
考
え

る
。

Ｑ　

児
童
福
祉
施
設
等
の
職

員
の
麻
疹
（
は
し
か
）
対
策

に
つ
い
て
。

Ａ　

麻
疹
ワ
ク
チ
ン
は
２
回

の
接
種
を
行
う
こ
と
で
95
％

以
上
の
人
が
免
疫
を
獲
得
で

き
る
と
さ
れ
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
１
回
以
下
の
乳
幼
児

と
接
す
る
機
会
の
多
い
児
童

福
祉
施
設
等
の
職
員
に
は
、

２
回
の
定
期
接
種
を
受
け
て

い
な
い
者
も
お
り
、
発
症
す

る
と
大
勢
の
人
が
感
染
す
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

再
度
の
予
防
接
種
は
感
染
拡

大
の
防
止
に
有
効
で
あ
る
。

市
町
村
、
感
染
症
の
専
門
家

等
か
ら
な
る
麻
疹
の
予
防
接

種
を
推
進
す
る
会
議
を
新
設

し
、
児
童
福
祉
施
設
等
職
員

へ
の
接
種
の
早
期
実
施
に
向

け
、具
体
的
な
方
法
、ワ
ク
チ
ン

の
確
保
な
ど
を
検
討
す
る
。

Ｑ　

九
州
北
部
豪
雨
の
災
害

査
定
の
結
果
と
復
旧
の
進
捗

状
況
を
尋
ね
る
。

Ａ　

県
が
要
望
し
た
事
業
は

昨
年
度
末
ま
で
に
全
て
採
択

さ
れ
、
道
路
、
河
川
、
砂
防
を

合
わ
せ
て
、
被
災
箇
所
を
強
化

す
る
原
形
復
旧
は
２
２
５
カ

所
、
事
業
費
約
２
０
４
億
円

で
、
全
体
の
約
８
割
に
当
た
る

１
７
６
カ
所
で
工
事
に
着
手

し
、
残
り
49
カ
所
も
早
期
完

了
を
目
指
す
。
改
良
復
旧
は
73

件
、
事
業
費
約
１
２
５
０
億
円

で
、
全
て
の
箇
所
で
測
量
や
設

計
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

平
坦
部
農
地
は
２
１
２
㌶

全
て
で
復
旧
に
着
手
。
う
ち

69
㌶
は
農
家
へ
引
き
渡
さ
れ

た
。
赤
谷
川
な
ど
９
河
川
沿

い
の
農
地
約
１
５
０
㌶
は
区

画
整
理
型
の
復
旧
工
事
で
、

農
家
が
将
来
に
希
望
が
持
て

る
よ
う
、
収
益
性
の
高
い
園

芸
作
物
の
導
入
な
ど
を
推
進

す
る
。
９
河
川
の
う
ち
５
河

川
沿
い
の
地
域
で
地
元
へ
の

説
明
会
を
終
え
て
い
る
。

Ｑ　

Ｊ
Ｒ
九
州
発
足
以
来
最

大
の
減
便
を
伴
う
今
年
３
月

の
ダ
イ
ヤ
改
正
問
題
や
日
田

彦
山
線
復
旧
へ
の
取
り
組
み

を
問
う
。

Ａ　

今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は

沿
線
住
民
の
日
常
生
活
に
極

め
て
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
、
地
方
創
生
に
も
大
き
な

逆
風
と
な
る
。
県
は
発
表
直

後
か
ら
Ｊ
Ｒ
九
州
に
見
直
し

を
求
め
、
５
月
25
日
に
は
影

響
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
改

善
を
要
望
。
引
き
続
き
対
応

し
て
い
く
。
日
田
彦
山
線

は
、
沿
線
住
民
の
生
活
の
維

持
、
観
光
振
興
の
観
点
か
ら

も
重
要
な
路
線
。
県
は
Ｊ
Ｒ

九
州
、大
分
県
と
と
も
に「
日

田
彦
山
線
復
旧
会
議
」
を
設

け
、
５
月
15
日
に
実
務
者
レ

ベ
ル
の
検
討
会
を
開
催
し

た
。「
鉄
道
を
残
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
地
元
の
声
を
Ｊ

Ｒ
九
州
に
し
っ
か
り
と
伝
え

る
。「
地
元
負
担
あ
り
き
で

は
な
い
」
と
の
前
提
で
議
論

を
進
め
、
一
日
も
早
い
復
旧

を
目
指
し
た
い
。

Ｑ　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
い
。
新
規
就
農
者
の

支
援
に
つ
い
て
聞
く
。

Ａ　

農
業
に
関
心
の
あ
る
県

内
外
の
人
を
対
象
に
、
就
業

セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
、
農

業
大
学
校
で
も
講
義
や
実
習

を
行
っ
て
い
る
。
市
町
村
の

相
談
窓
口
設
置
を
進
め
、
国

の
交
付
金
制
度
を
活
用
し
た

就
農
前
後
の
所
得
確
保
を
支

援
。
就
農
後
は
普
及
指
導
セ

ン
タ
ー
で
営
農
講
座
を
実

施
。
昨
年
度
か
ら
は
日
々
の

相
談
相
手
と
な
る
「
就
農
里

親
」に
取
り
組
み
、「
新
規
就

農
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
会
」

で
経
営
者
意
識
の
醸
成
を

図
っ
て
い
る
。
就
農
５
～
10

年
の
方
を
対
象
に
「
農
業
経

営
確
立
塾
」
も
開
講
。
今
年

度
か
ら
は
経
営
を
譲
り
た
い

農
家
の
資
産
、
販
路
、
技
術

を
新
規
就
農
者
に
円
滑
に
継

承
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
支

援
し
て
い
く
。
新
規
就
農
者

を
一
人
で
も
多
く
確
保
し
、

定
着
が
進
む
よ
う
努
め
て
い

く
。

Ｑ　

昨
年
５
月
、
産
業
廃
棄

物
の
中
間
処
理
業
者
「
エ
コ

テ
ッ
ク
」
が
野
積
み
し
た
廃

棄
物
か
ら
大
規
模
な
火
災
を

起
こ
し
た
。
今
な
お
大
量
に

廃
棄
物
が
放
置
さ
れ
、
先
月

の
５
月
30
日
か
ら
排
出
事
業

者
責
任
に
よ
り
撤
去
が
始

ま
っ
た
。
県
は
撤
去
を
要
請

し
て
い
る
排
出
事
業
者
を
ど

の
よ
う
な
方
法
で
特
定
し
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
か
。

Ａ　

エ
コ
テ
ッ
ク
に
保
管
さ

れ
て
い
た
処
理
委
託
契
約
書

等
を
精
査
し
、
排
出
事
業
者

を
管
轄
す
る
他
県
の
自
治
体

か
ら
情
報
収
集
。
こ
れ
ら
の

情
報
に
基
づ
き
改
善
命
令

を
出
し
た
平
成
24
年
５
月
以

降
、
同
社
に
処
理
を
委
託
し

た
排
出
事
業
者
１
８
３
社
を

把
握
し
た
。
う
ち
44
社
は
、

同
社
が
廃
棄
物
の
処
理
を
ほ

と
ん
ど
行
っ
て
い
な
か
っ
た

27
年
１
月
以
降
に
委
託
を
行

い
、そ
の
結
果
、大
量
の
廃
棄

物
が
未
処
理
の
ま
ま
事
業
場

に
残
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
事
業
者
は
排
出
事

業
者
と
し
て
の
責
任
を
果
た

し
て
い
な
い
と
判
断
し
、
撤

去
を
要
請
し
た
。
44
社
の
内

訳
は
県
外
35
社
、
県
内
９
社

で
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者

が
34
社
を
占
め
て
い
る
。

Ｑ　

中
学
・
高
校
の
制
服
選

択
制
に
つ
い
て
県
教
育
委
員

会
の
見
解
を
尋
ね
る
。

Ａ　

制
服
の
着
用
は
、
学
校

に
お
け
る
一
体
感
・
連
帯
感

が
醸
成
さ
れ
、
家
庭
の
経
済

状
況
が
表
れ
に
く
い
な
ど
の

点
で
教
育
的
な
意
義
が
大
き

い
。
一
方
で
、
生
徒
の
体
温

調
節
や
動
き
や
す
さ
等
の
機

能
性
、
肌
の
露
出
を
減
ら
す

防
犯
の
観
点
な
ど
に
も
配
慮

し
、
常
に
制
服
の
着
用
を
義

務
付
け
る
の
で
は
な
く
、
保

護
者
の
負
担
に
も
留
意
し
つ

つ
、
状
況
に
よ
っ
て
は
体
操

服
等
の
着
用
を
認
め
た
り
、

女
子
生
徒
が
ス
カ
ー
ト
か
ス

ラ
ッ
ク
ス
か
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
制
服
着

用
の
弾
力
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

Ｑ　

本
年
２
月
議
会
で
わ
が

会
派
が
、
本
県
教
育
委
員
会

に
任
用
さ
れ
た
公
立
学
校
の

常
勤
講
師
の
給
料
月
額
に
上

限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
の
を
受
け
、
今

年
度
よ
り
給
与
体
系
が
変
更

さ
れ
た
。
し
か
し
県
立
学
校

と
市
町
村
立
学
校
の
講
師
と

の
給
料
の
差
は
広
が
っ
た
。

市
町
村
立
学
校
の
講
師
の
給

料
も
県
立
学
校
並
み
に
引
き

上
げ
る
べ
き
だ
。

Ａ　

本
県
の
常
勤
講
師
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
か
ら
給
料

月
額
の
上
限
を
実
質
的
に
撤

廃
し
、
県
立
学
校
、
市
町
村

立
学
校
と
も
に
、
そ
の
者
の

経
験
に
見
合
っ
た
給
与
水
準

と
な
る
よ
う
給
与
体
系
を
見

直
し
た
。
県
立
学
校
と
市
町

村
立
小
中
学
校
の
常
勤
講
師

の
給
料
が
異
な
る
こ
と
と
な

る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

の
教
育
職
員
に
適
用
さ
れ
る

給
料
表
が
異
な
る
た
め
に
生

じ
る
も
の
で
、
や
む
を
得
な

い
と
考
え
る
。

Ｑ　

昭
和
53
年
、
平
成
６
年

と
大
渇
水
を
経
験
し
、
渇
水

に
苦
し
ん
で
き
た
福
岡
県
で

あ
る
が
、
今
年
３
月
に
完
成

し
た
県
営
の
五
ケ
山
ダ
ム
と

伊
良
原
ダ
ム
、
平
成
31
年
度

に
完
成
予
定
の
水
資
源
機
構

の
小
石
原
川
ダ
ム
の
合
計
三

つ
の
ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
、

県
民
生
活
を
支
え
る
安
定
し

た
水
の
供
給
は
万
全
に
な
る

の
か
。
知
事
に
問
う
。

Ａ　

渇
水
に
苦
し
ん
で
き
た

福
岡
県
は
「
水
資
源
総
合
利

用
計
画
」
を
策
定
し
て
、
水

資
源
の
開
発
と
そ
の
有
効
利

用
に
努
め
て
き
た
。
五
ケ
山

ダ
ム
、
伊
良
原
ダ
ム
、
小
石

原
川
ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
、

こ
の
計
画
で
推
計
さ
れ
て
い

る
平
成
32
年
度
ま
で
の
各
地

域
に
お
け
る
水
需
要
見
通
し

を
満
た
し
、
安
定
的
な
水
の

供
給
が
可
能
と
な
る
。

Ｑ　

日
本
の
犯
罪
の
実
態
は

約
３
割
の
再
犯
者
が
犯
罪

件
数
の
約
６
割
を
占
め
て
い

る
。
再
犯
防
止
は
一
朝
一
夕

に
で
き
る
も
の
で
は
な
い

が
、
ま
ず
は
取
り
組
み
を
開

始
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
県
と
し
て
再
犯
防
止
推

進
計
画
を
策
定
す
べ
き
と
考

え
る
。知
事
の
考
え
を
聞
く
。

Ａ　

県
は
具
体
的
な
施
策
の

着
手
に
先
立
ち
、
計
画
策
定

に
向
け
た
国
と
地
方
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
の
整
理
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
ま
ず
は
保
護

観
察
所
や
検
察
庁
、
矯
正
施

設
を
管
轄
す
る
矯
正
管
区
と

の
間
で
勉
強
会
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
国
と
の
勉
強
会
で

の
整
理
を
踏
ま
え
て
、
今

後
、
国
の
機
関
に
加
え
、
保

護
司
会
や
協
力
雇
用
主
会
な

ど
の
関
係
団
体
お
よ
び
県
の

関
係
課
で
構
成
す
る
会
議
を

設
置
し
、
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
く
。

Ｑ　

平
成
28
年
の
調
査
で
、

本
県
の
10
代
の
妊
娠
中
絶
経

験
者
は
全
国
３
番
目
に
高
い

９
４
６
件
だ
っ
た
。
生
徒
の

妊
娠
・
出
産
が
減
ら
な
い
の

は
、
そ
の
教
育
の
仕
方
に
課

題
が
多
く
残
っ
て
い
る
か
ら

で
は
な
い
か
。
望
ま
な
い
妊

娠
や
出
産
、
そ
れ
に
よ
る
子

ど
も
へ
の
虐
待
を
予
防
す
る

た
め
に
も
若
年
妊
娠
の
実

態
を
踏
ま
え
た
性
と
健
康
教

育
、
命
の
い
と
お
し
さ
、
命

の
大
切
さ
へ
の
授
業
に
も
っ

と
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
教
育
長
の
見
解
を
尋
ね

る
。

Ａ　

県
は
平
成
２
年
度
か
ら

全
県
立
高
校
に
産
婦
人
科

医
お
よ
び
精
神
科
医
を
派

遣
し
、
講
演
や
個
別
相
談
等

を
行
う
「
性
と
心
の
健
康

相
談
」
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
性
に
関
す
る
問
題
が
低

年
齢
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
今
年
度
か
ら
公
立
中

学
校
お
よ
び
県
立
特
別
支
援

学
校
に
も
産
婦
人
科
医
や
助

産
師
等
の
専
門
家
を
派
遣
す

る
事
業
を
開
始
。
こ
の
事
業

の
中
で
、
医
師
や
大
学
教
授

等
で
組
織
す
る
推
進
委
員
会

を
設
置
し
、
時
代
の
変
化
や

多
様
な
価
値
観
等
に
対
応
し

た
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

大
田  

　満  

（福岡市早良区）

国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団

国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団

渡
辺  

美
穂  

（太宰府市）

公
明
党

公
明
党

浜
﨑  

達
也  

（福岡市南区）

緑
友
会

緑
友
会

井
上  

忠
敏  

（小郡市・三井郡）
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代表質問を終えて 　　

　

今
回
の
県
職
員
に
よ
る
横
領
事
件
を
発
端
に
、
県
や
県
職
員

が
か
か
わ
る
任
意
団
体
、
親
睦
会
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
が
、
７
２
４
を
数
え
る
団
体
数
の
多
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
汚
職
不
祥
事
を
誘
発
し
か
ね
な
い
こ
の
種
の
団
体
に
つ

い
て
は
、
縮
小
整
理
を
進
め
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
、
今
回
の

不
祥
事
の
舞
台
に
な
っ
た
「
木
曜
会
」
に
つ
い
て
は
、
県
政
の

威
信
回
復
た
め
に
も
廃
止
に
す
べ
き
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

も
の
づ
く
り
支
援
の
研
究
開
発
で
貢
献
し
て
き
た
県
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
の
技
能
強
化
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
中
小
企

業
の
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設
・
設
備
を
進
め
製

品
開
発
支
援
機
能
を
強
化
し
、
引
き
続
き
競
争
力
の
あ
る
製
品

開
発
を
支
援
す
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
近
年
頻
発
す
る
豪
雨
対
策

の
観
点
か
ら
も
、
用
排
水
路
、
井
堰
な
ど
の
農
業
水
利
施
設
の

保
全
と
整
備
を
進
め
る
よ
う
質
し
た
と
こ
ろ
、
県
と
し
て
国
に

対
す
る
予
算
確
保
を
働
き
掛
け
、
ま
た
県
単
独
事
業
を
活
用
し

て
進
め
て
い
く
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
問
題
で
は
、
県
立
特
別
支
援
学
校
の
整
備
方
針
を
確
認

し
た
こ
と
に
加
え
、
教
員
の
大
量
退
職
・
採
用
期
を
見
す
え
て

の
人
材
確
保
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
正
規
教
員
の
採
用
試

験
の
改
善
や
講
師
の
処
遇
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
あ
ら
た
に

校
長
の
再
任
用
の
導
入
を
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

他
に
も「
福
岡
県
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」「
書
店
ゼ
ロ
自
治
体
」

「
農
林
水
産
物
の
輸
出
拡
大
」
に
つ
い
て
問
い
質
し
ま
し
た
。

自
民
党
県
議
団

　
Ｊ
Ｒ
九
州
や
西
鉄
の
大
幅
減
便
を
伴
う
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い

て
の
知
事
の
考
え
を
問
い
、
住
民
生
活
や
地
域
活
性
化
に
配
慮

し
た
事
業
運
営
が
必
要
で
、
そ
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
と
の

答
え
を
得
ま
し
た
。

　

次
に
、
性
的
少
数
者
い
わ
ゆ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
が
安
心
し

て
生
き
て
い
け
る
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
求

め
、
本
県
の
「
総
合
計
画
」
及
び
「
男
女
共
同
参
画
計
画
」
の

次
期
計
画
へ
の
位
置
づ
け
方
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
就
業
支

援
や
意
識
啓
発
を
図
っ
て
い
く
と
の
答
え
を
引
き
出
し
ま
し

た
。

　

あ
わ
せ
て
、
太
宰
府
市
の
交
通
・
駐
車
場
対
策
に
つ
い
て
問

い
、
訪
日
外
国
人
観
光
の
移
動
の
動
向
を
踏
ま
え
「
太
宰
府
市

総
合
交
通
計
画
協
議
会
」
に
お
い
て
交
通
渋
滞
に
関
す
る
解
決

策
を
探
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
梅
雨
を
迎
え
、
県
民
の
方
々
の
大
き
な
懸
念
事
項

で
あ
る
洪
水
対
策
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。
水
害
対
応
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
の
は
、
関
係
す
る
53
市
町
村
の
う
ち
志
免

町
と
赤
村
の
１
町
１
村
で
、
10
市
町
が
今
年
度
内
の
策
定
を
目

指
し
て
お
り
、
残
り
の
市
町
村
に
つ
い
て
も
早
期
の
策
定
を
支

援
す
る
こ
と
、
53
市
町
村
と
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
構
築
を
完
了

し
た
こ
と
、
ま
た
、
想
定
で
き
る
最
大
規
模
の
降
雨
に
基
づ
き

洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
見
直
し
、
優
先
度
の
高
い
31
河
川
に
つ

い
て
は
す
で
に
公
表
済
み
、
残
り
９
河
川
に
つ
い
て
も
来
年
の

出
水
期
前
の
公
表
を
予
定
し
て
い
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団

　

今
回
は
、
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
を
教
訓
と
し
て
の
ダ
ム
の

効
用
及
び
運
用
を
始
め
と
し
、
本
県
の
直
近
の
課
題
と
し
て
、

県
と
福
岡
市
に
係
る
空
港
、
観
光
振
興
等
に
関
す
る
件
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

　

♯
７
１
１
９
（
緊
急
電
話
相
談
事
業
）
の
利
用
の
喚
起
。
国

が
初
め
て
統
計
を
発
表
し
た
小
児
・
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
（
15
歳
～
39

歳
の
思
春
期
・
若
年
成
人
世
代
）
の
が
ん
の
罹
患
率
へ
の
対
策
、

再
犯
者
や
困
窮
者
へ
の
県
の
再
犯
防
止
計
画
策
定
を
促
し
、
知

事
は
策
定
す
る
と
の
答
弁
。
県
庁
舎
内
や
福
岡
空
港
内
で
の
保

育
所
施
設
設
置
へ
の
県
の
取
り
組
み
を
質
問
。
私
達
公
明
党
議

員
全
国
３
，０
０
０
人
で
の
１
０
０
万
人
調
査
・
ア
ン
ケ
ー
ト

運
動
の
中
小
企
業
対
策
の
事
業
承
継
に
経
営
者
の
方
々
の
関
心

が
高
い
と
質
し
た
と
こ
ろ
、
県
で
は
、「
福
岡
県
事
業
承
継
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
て
支
援
し
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
長
に
対
し
て
は
、
高
校
教
育
を
主
と
し
て
、
高
校
生
の

若
年
妊
娠
し
た
生
徒
へ
の
学
業
継
続
さ
せ
る
た
め
の
指
導
と
性

教
育
の
在
り
方
を
質
問
。
母
体
の
保
護
を
最
優
先
し
つ
つ
、
学

業
継
続
の
可
能
性
を
高
め
る
指
導
を
行
っ
て
い
く
と
の
答
弁
。

　

今
回
、
県
政
の
喫
緊
の
課
題
を
中
心
に
質
問
し
ま
し
た
が
、

県
知
事
並
び
に
教
育
長
は
、
真
摯
な
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。
最

後
に
、
福
岡
県
と
福
岡
市
が
真
剣
に
向
き
合
い
県
民
・
市
民
の

た
め
の
行
政
推
進
で
あ
る
こ
と
を
切
に
願
い
な
が
ら
今
回
の
代

表
質
問
の
感
想
に
し
ま
す
。

公
明
党

　

昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
７
月
で
一
年
。
被
災
地
は

未
だ
に
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。今
回
の
代
表
質
問
で
は
、

特
に
梅
雨
期
を
迎
え
た
こ
と
も
あ
り
、
災
害
復
旧
事
業
の
進
捗

状
況
や
今
後
の
対
応
方
針
（
前
段
に
掲
載
）
に
加
え
、
ハ
ー
ド

面
で
の
二
次
災
害
防
止
対
策
や
ソ
フ
ト
面
で
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
も
知
事
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

　

知
事
か
ら
は
、
被
災
し
応
急
対
応
が
必
要
な
河
川
や
道
路
な

ど
の
対
策
は
施
し
た
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
二
次
災
害
防

止
に
向
け
、
市
村
と
も
連
携
し
早
期
避
難
を
支
援
す
る
旨
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
祉
問
題
で
は
、
生
活
困
窮
高
齢
者
問
題
や
介
護
離
職
問
題

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
、
生
活
困
窮
者
に

対
し
て
は
、
福
祉
事
務
所
や
関
係
機
関
と
の
連
携
で
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
。
ま
た
、
介
護
離
職
対
策
と
し
て
は
、
昨

年
９
月
か
ら
専
門
職
を
配
置
し
「
休
日
街
か
ど
相
談
」
を
実
施

し
て
い
る
が
、
今
年
度
は
相
談
場
所
を
２
カ
所
か
ら
８
カ
所
に

増
設
す
る
こ
と
や
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な
ど
を
実
施
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
環
境
問
題
で
は
、
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
期
限
内

処
理
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
。
青
少
年
に
関
す
る
問
題

で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
青
少
年
育
成
事
業
、「
青
少
年
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
の
翼
」
と
「
福
岡
県
グ
ロ
ー
バ
ル
青
年
の
翼
」
事

業
の
見
直
し
の
理
由
や
学
校
内
で
起
き
る
法
律
問
題
へ
の
対
処

な
ど
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

緑
友
会

提出された議案

可決された意見書、採択された請願

○条例議案　11 件
・知事及び副知事の給料の特例に関する条例
の制定について
・福岡県税条例等の一部を改正する条例の制
定について
・地方活力向上地域における福岡県税の不均
一課税に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
・福岡県固定資産評価審議会条例の一部を改
正する条例の制定について
・福岡県病院及び診察所の人員及び施設の基
準等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について
・福岡県事務処理の特例に関する条例の一部
を改正する条例の制定について
・福岡県営土地改良事業分担金徴収条例の一
部を改正する条例の制定について
・福岡県河川開発事業特別会計設置条例を廃
止する条例の制定について
・福岡県営住宅条例の一部を改正する条例の
制定について
・福岡県公の施設の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
・騒音防止条例の一部を改正する条例の制定
について

○専決処分したものについて報告し承認を求め
る議案　２件
・福岡県税条例の一部を改正する条例の制定
について
・交通事故による損害賠償
○工事請負契約の締結に関する議案　７件
○人事に関する議案　１件
・監査委員の選任について
○その他の議案　２件
・公立大学法人福岡女子大学に対する出資に
ついて
・公立大学法人福岡女子大学定款の一部変更
について

〇諮問　１件
・退職手当支給制限処分に対する審査請求に
関する諮問について

　平成３０年６月定例会では議案２３件および
諮問１件が提出され、議案については、いずれ
も原案のとおり可決、承認または同意され、諮
問については、請求を棄却する旨の答申が決定
されました。

可決された意見書
○外国人等による土地の取得及び利用を制限す
る法の早急なる整備を求める意見書
○規制改革による「ライドシェア」について慎
重に議論し、良質で安全なタクシーの適正化・
活性化に必要な諸施策を求める意見書
○ヘルプマークのさらなる普及推進を求める意
見書
○視覚障がい者の同行援護サービス利用拡大等
を求める意見書
○私学助成の拡充に関する意見書
採択された請願
○私立小・中・高等学校への助成制度の拡充等
に関する請願
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無
人
化
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ

九
州
の
駅
に
は
駅

員
室
が
今
も
あ
る
は

ず
。
無
償
か
無
償
に

近
い
金
額
で
店
舗
と
し
て
第
三
者
に
貸

し
出
し
、
そ
の
代
わ
り
最
低
限
の
駅
の

管
理
を
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

駅
は
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設
。

人
が
い
る
こ
と
で
利
用
者
の
利
便
性
の

確
保
と
治
安
の
確
保
に
も
寄
与
す
る
。Ｊ

Ｒ
九
州
に
は
無
人
駅
の
駅
舎
の
活
用
等

を
観
光
協
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
行
っ
て

い
る
事
例
も
あ
る
。地
元
の
意
向
も
踏
ま

え
、Ｊ
Ｒ
九
州
に
対
し
無
人
駅
の
活
用
と

管
理
に
つ
い
て
働
き
掛
け
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
の
大
き

な
障
害
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
所
有
者

不
明
土
地
対
策
と
し

て
、「
相
続
登
記
の
義
務
化
」、「
土
地

所
有
権
を
放
棄
で
き
る
制
度
」、「
土
地

の
基
本
情
報
を
管
理
す
る
制
度
」
に
つ

い
て
、
知
事
の
見
解
と
県
の
取
り
組
み

を
聞
く
。

Ａ　

国
は
登
記
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
必
要
な
検
討
や
制

度
改
正
を
進
め
る
方
針
を
決
定
し
た
。

登
記
義
務
化
の
実
効
性
確
保
等
の
課
題

は
あ
る
が
、
問
題
解
決
に
資
す
る
と
考

え
る
。
国
の
検
討
状
況
を
注
視
し
、
情

報
収
集
に
努
め
る
。市

町
村
が
行
う
介
護

予
防
事
業
を
推
進
し

て
い
く
た
め
の
支
援

に
つ
い
て
。

Ａ　

県
は
平
成
26
年
度
か
ら
ロ
コ
モ
テ

ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
運
動
器
症
候
群
）

予
防
の
た
め
の
簡
単
な
運
動「
ロ
コ
ト

レ
」を
普
及
さ
せ
る
予
防
推
進
員
を
養

成
。28
年
度
に
は「
ロ
コ
ト
レ
」紹
介
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
作
成
、各
市
町
村
に
配
布
し
た
。ま

た
、職
員
研
修
や
県
内
４
カ
所
に
設
置
し

た
介
護
予
防
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
技
術

指
導
を
行
っ
て
い
る
。国
が
今
年
度
創
設

し
た
交
付
金
の
活
用
を
助
言
す
る
な
ど

し
っ
か
り
支
援
し
て
い
き
た
い
。

観
光
客
等
に
よ
る
夜

間
の
消
費
を
増
や
す

「
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ

コ
ノ
ミ
ー
」
に
つ
い

て
。

Ａ　

市
町
村
等
と
連
携
し
、
福
岡
市
内

の
屋
台
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
ク
、九

州
国
立
博
物
館
や
美
術
館
の
夜
間
開
館

な
ど
夜
間
の
観
光
素
材
の
発
掘
と
発
信

に
取
り
組
ん
で
き
た
。今
後
も
県
内
自

治
体
や
関
係
団
体
等
と
一
緒
に
、国
や

他
の
自
治
体
の
先
行
事
例
な
ど
に
つ
い

て
研
究
を
進
め
る
。そ
の
成
果
も
踏
ま

え
、歴
史
や
文
化
も
含
め
た
魅
力
あ
る

観
光
素
材
を
発
掘
し
、夜
間
に
お
け
る

観
光
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
。

観
光
振
興
に
は
地
域

の
体
制
づ
く
り
が
必

要
と
考
え
る
が
、
そ

の
た
め
の
県
の
支
援

に
つ
い
て
。

Ａ　

県
全
体
の
観
光
振
興
に
は
、
各
地

域
に
お
い
て
関
係
者
が
協
力
し
合
い
、

地
域
資
源
の
活
用
に
よ
っ
て
観
光
収
益

を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
。
国
は
日

※

本
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
登
録
制
度
を
創
設
し
そ
の
活
動

を
支
援
し
て
い
る
。
県
は
、
今
年
度
は

八
女
市
の
Ｆ
Ｍ
八
女
な
ど
４
団
体
を
登

録
に
向
け
支
援
す
る
と
と
も
に
「
ふ
く

お
か
観
光
地
域
リ
ー
ダ
ー
共
創
塾
」
で

人
材
を
育
成
し
、
観
光
協
会
等
の
機
能

強
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

※
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）＝

地
域
で
稼
ぐ
経
営
の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域

づ
く
り
の
舵
取
り
が
で
き
る
団
体
。

ジ
ビ
エ
の
利
用
拡
大

に
は
捕
獲
活
動
経
費

助
成
の
上
乗
せ
が
必

要
で
あ
る
。

Ａ　

国
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
経
費
助

成
の
今
年
度
の
交
付
単
価
は
１
頭
当
た

り
７
千
円
。
処
理
加
工
施
設
に
搬
入
す

る
場
合
は
同
９
千
円
で
あ
る
。
市
町
村

が
単
独
で
上
乗
せ
助
成
す
る
場
合
、
特

別
交
付
税
で
８
割
が
措
置
さ
れ
、
県
内

10
市
町
村
が
上
乗
せ
し
て
い
る
。
制
度

に
つ
い
て
市
町
村
へ
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
公
設
処
理
加
工
施
設
へ
の
関

係
自
治
体
以
外
か
ら
の
持
ち
込
み
に
つ

い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

盲
導
犬
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
県

の
取
り
組
み
を
尋
ね

る
。

Ａ　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
広
報
番
組
等

で
啓
発
活
動
を
進
め
て
き
た
ほ
か
、
今

年
５
月
、
補
助
犬
の
役
割
や
同
伴
受
け

入
れ
義
務
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
障
が
い

の
あ
る
人
へ
の
合
理
的
配
慮
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
を
作
成
。
ま
た
、
九
州
盲
導
犬

協
会
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
理

解
促
進
活
動
を
支
援
。
今
後
は
盲
導
犬

の
利
用
者
や
実
働
数
を
増
や
し
て
い
く

た
め
、
県
盲
人
協
会
等
関
係
団
体
と
協

力
し
、
県
の
イ
ベ
ン
ト
で
盲
導
犬
と
触

れ
合
う
機
会
を
で
き
る
だ
け
多
く
作
っ

て
い
き
た
い
。

林
業
の
担
い
手
の
確

保
・
育
成
に
つ
い
て
。

Ａ　

持
続
可
能
な
林
業
経
営
の
確
立
の

た
め
、
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ

ー
に
指
定
し
て
い
る
（
公
財
）
福
岡
県

水
源
の
森
基
金
と
連
携
し
、
就
業
希
望

者
に
対
す
る
相
談
会
や
講
習
会
を
実

施
。
ま
た
、
他
業
種
か
ら
の
参
入
を
促

進
し
て
い
く
た
め
、
技
能
講
習
の
受
講

な
ど
も
支
援
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、

平
成
24
～
28
年
度
の
５
年
間
で
新
規
就

業
者
は
、
筑
豊
地
区
27
人
を
含
め
て
県

全
体
で
２
１
８
人
と
な
り
、
そ
れ
以
前

の
５
年
間
と
比
べ
て
２
割
増
加
。
今
後

も
担
い
手
育
成
等
を
図
る
。

若
者
の
自
立
支
援
の

た
め
県
が
今
年
度
新

た
に
設
置
す
る
「
若

者
自
立
相
談
窓
口
」

は
、
県
の
既
存
の
機
関
や
北
九
州
市
が

設
置
し
て
い
る
「
子
ど
も
・
若
者
応
援

セ
ン
タ
ー
」
等
と
ど
の
よ
う
に
連
携
を

図
る
の
か
。

Ａ　

連
携
に
は
各
支
援
機
関
の
役
割
分

担
と
、
高
校
中
退
者
の
進
路
希
望
や
心

身
の
状
況
な
ど
の
情
報
共
有
が
必
要
。

こ
の
窓
口
を
中
心
に
関
係
機
関
の
実
務

者
と
協
議
す
る
場
を
設
け
る
。
北
九
州

市
子
ど
も
・
若
者
応
援
セ
ン
タ
ー
等
県

以
外
の
機
関
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
阪
府
北
部
を
震
源

と
す
る
地
震
で
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊

で
小
学
生
と
高
齢
者

が
亡
く
な
っ
た
。
本
県
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

対
策
の
状
況
は
。

Ａ　

本
県
で
は
平
成
17
年
の
福
岡
県
西

方
沖
地
震
を
受
け
て
、
小
学
校
の
通
学

路
等
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
点
検
し
た
が
、

10
年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
28
年

度
か
ら
再
点
検
を
進
め
て
い
る
。
今
回

の
地
震
を
受
け
、
対
象
を
小
学
校
か
ら

中
学
校
に
拡
大
し
、
で
き
る
だ
け
早
く

再
点
検
を
終
了
す
る
。
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
改
善
を
要
す
る
所
有
者
に
対
し

て
適
切
な
維
持
管
理
の
さ
ら
な
る
指
導

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

国
が
策
定
し
た
「
運

動
部
活
動
の
在
り
方

に
関
す
る
総
合
的
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

周
知
と
運
用
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

県
立
学
校
及
び
市
町
村
教
育
委
員

会
に
対
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
通

知
を
行
っ
た
。
今
後
、
県
立
学
校
に
対

し
、
休
養
日
等
、
部
活
動
の
運
営
状
況

に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
て
実
態
把
握

に
努
め
、
課
題
の
あ
る
学
校
に
対
し
て

は
個
別
に
指
導
し
て
い
く
。
ま
た
、
市

町
村
教
育
委
員
会
に
対
し
、
県
の
調
査

方
法
等
の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
設
置
す
る
学
校
の
実
態
把
握

に
努
め
る
よ
う
促
す
。

誰
も
自
殺
に
追
い
込

ま
れ
る
こ
と
の
な

い
社
会
の
実
現
に
向

け
、
強
い
ス
ト
レ
ス

が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
中
高
年

層
、
特
に
中
小
企
業
の
労
働
者
・
事
業

主
に
対
す
る
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
窓
口

を
含
む
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

現
在
設
置
し
て
い
る
相
談
窓
口
が

広
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
商
工
会
議
所

等
と
連
携
す
る
な
ど
し
、
周
知
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
、
県
内
４
ブ
ロ
ッ
ク
で

セ
ミ
ナ
ー
や
講
話
を
開
く
中
で
、
労
働

者
だ
け
で
な
く
事
業
主
自
身
の
セ
ル
フ

ケ
ア
も
取
り
入
れ
た
内
容
に
し
て
い

く
。

予
防
接
種
の
免
疫
を

消
失
し
た
子
ど
も
の

再
接
種
に
対
す
る
公

費
助
成
を
促
進
す
る

必
要
が
あ
る
が
、知
事
の
考
え
を
問
う
。

Ａ　

骨
髄
移
植
等
の
治
療
過
程
で
免
疫

抑
制
剤
等
を
使
用
し
た
場
合
、
発
病
前

に
受
け
た
予
防
接
種
で
得
ら
れ
た
免
疫

が
低
下
も
し
く
は
消
失
す
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
場
合
の
治
療
後
の
再
接

種
は
、
個
人
の
発
病
予
防
と
い
う
観
点

か
ら
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
再
接

種
に
対
す
る
助
成
制
度
を
先
行
し
て
創

設
し
た
自
治
体
の
事
例
に
つ
い
て
、
市

町
村
の
予
防
接
種
担
当
者
を
対
象
と
す

る
研
修
会
で
、
そ
の
制
度
の
趣
旨
や
目

的
を
情
報
共
有
す
る
。

障
が
い
を
理
由
と
す

る
差
別
等
の
相
談
の

状
況
と
県
民
の
意
識

を
高
め
る
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ　

平
成
28
年
４
月
の
障
が
い
者
差
別

解
消
法
施
行
後
、
県
の
相
談
窓
口
に
寄

せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
今
年
５
月
ま
で

に
不
動
産
会
社
の
認
識
不
足
で
賃
貸
住

宅
の
入
居
を
拒
否
さ
れ
た
な
ど
１
３
４

件
。
県
は
こ
れ
ら
の
相
談
に
対
し
、
関

係
者
と
の
調
整
や
指
導
を
行
い
、
改
善

を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
広
報
に
よ
る

啓
発
に
取
り
組
む
他
、
配
慮
す
べ
き
ポ

イ
ン
ト
を
事
業
分
野
別
に
解
説
し
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
年
度
内
に
作
成
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

博
多
港
と
韓
国
・
釜

山
港
を
結
ぶ
高
速

船
「
ビ
ー
ト
ル
」
の

一
部
の
便
が
、
７
月

か
ら
長
崎
県
対
馬
市
の
比ひ

田た

勝か
つ

港
を
経

由
し
国
内
航
路
と
し
て
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
生
か
し
、
韓
国
か

ら
の
誘
客
な
ど
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
。

Ａ　

新
航
路
は
福
岡
・
九
州
の
魅
力
を

売
り
込
む
機
会
に
も
な
る
。
九
州
観
光

推
進
機
構
な
ど
と
連
携
し
、
韓
国
で
の

旅
行
博
や
旅
行
会
社
等
へ
の
訪
問
の
機

会
に
新
航
路
を
使
っ
た
周
遊
ル
ー
ト
を

提
案
し
て
い
く
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
情
報
発
信
を
行
う
。

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

（

　）は
選
挙
区
を
記
載

自
民
党
県
議
団

国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団

片岡 誠二
（中間市）

渡辺 勝将
（筑紫郡）

吉村 　悠
（北九州市小倉南区）

浦 伊三夫
（糸島市）

松尾 嘉三
（春日市）

桐明 和久
（八女市・八女郡）

吉松 源昭
（糟屋郡）

平井 一三
（筑紫野市）

西元 　健
（築上郡・豊前市）

江頭 祥一
（嘉麻市）

佐々木 允
（田川市）

大田 京子
（福岡市南区）

田辺 一城
（古賀市）

原中 誠志
（福岡市中央区）

野田 稔子
（八女市・八女郡）
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大
規
模
災
害
に
備

え
、
本
県
は
九
州
各

県
と
と
も
に
ア
ジ
ア

に
向
け
て
広
域
拠
点

を
整
備
し
、
国
の
リ
ス
ク
分
散
を
担
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

東
日
本
大
震
災
の
経
験
と
将
来
の

大
規
模
な
災
害
の
発
生
を
想
定
す
る

と
、
特
定
の
地
域
に
人
口
や
産
業
、
各

種
の
機
能
を
過
度
に
集
中
さ
せ
る
の
は

非
常
に
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
本
県
は
三

大
都
市
圏
と
同
時
被
災
の
可
能
性
が
非

常
に
低
い
と
見
込
ま
れ
る
。
九
州
各
県

と
連
携
し
て
、
ア
ジ
ア
の
活
力
を
取
り

込
み
、
一
大
拠
点
と
し
て
本
県
を
成
長

さ
せ
、
わ
が
国
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

発
展
に
貢
献
し
た
い
。

児
童
生
徒
の
ネ
ッ
ト

依
存
対
策
の
た
め
、

岡
山
県
教
育
委
員
会

で
は
専
門
機
関
で
活

用
さ
れ
て
い
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

小
・
中
・
高
校
に
配
布
し
、
対
策
に
乗

り
出
し
て
い
る
。
本
県
も
参
考
に
し
て

は
ど
う
か
。

Ａ　

ネ
ッ
ト
依
存
の
改
善
・
防
止
に
は
、

自
身
の
使
用
状
況
に
対
す
る
本
人
の
気

付
き
、
ゲ
ー
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
個
々
人

の
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
、
岡
山
県
の
取
り
組
み
も
参

考
に
、
学
校
・
家
庭
が
一
体
と
な
っ
た
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
適
正
な
利
用
促
進
に
つ
い
て
指
導
を

工
夫
し
て
い
く
。

新
生
児
里
親
委
託

（
赤
ち
ゃ
ん
縁
組
）

の
推
進
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ　

県
は
平
成
28
年
度
か
ら
新
生
児
里

親
委
託
に
取
り
組
み
、
児
童
相
談
所
職

員
向
け
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
、
新
生

児
里
親
の
希
望
者
に
研
修
を
行
っ
て
い

る
。
受
講
し
た
里
親
は
昨
年
度
ま
で
に

39
世
帯
、
う
ち
委
託
は
２
件
成
立
。
こ

う
し
た
中
、
国
の
「
新
し
い
社
会
的
養

育
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
高
い
里
親
委
託
率
の

目
標
が
示
さ
れ
、
新
た
な
社
会
的
養
育

推
進
計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
た
。
こ

の
た
め
社
会
福
祉
審
議
会
の
部
会
で
里

親
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
施
策
の
検

討
を
始
め
て
い
る
。高

齢
化
が
急
速
に
進

む
中
で
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
役
割
を
う

ま
く
利
用
す
べ
き
で

あ
る
。

Ａ　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
る
高
齢
者
が
増
え
て

い
く
。
居
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
低
所

得
の
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
と
考
え
る
。
県
は
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者

そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
、
さ
ま
ざ

ま
な
状
態
に
対
応
し
た
多
様
な
施
設
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

県
と
市
町
村
、
市
町

村
間
の
連
携
強
化
及

び
市
町
村
圏
域
会
議

内
容
の
公
表
に
つ
い

て
。

Ａ　

本
県
に
15
あ
る
広
域
地
域
振
興
圏

ご
と
に
「
市
町
村
圏
域
会
議
」
を
開
催

し
、
毎
年
各
圏
域
に
共
通
す
る
行
政
課

題
等
を
テ
ー
マ
に
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
昨
年
度
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

広
域
運
用
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

今
年
度
は
「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
の

進
捗
状
況
を
議
論
し
、
国
・
県
の
関
連

施
策
の
最
新
情
報
の
提
供
、
市
町
村
の

連
携
に
よ
る
施
策
の
実
施
も
検
討
し
て

い
る
。
公
表
に
関
し
て
は
、
参
加
市
町

村
と
相
談
を
し
て
い
く
。

重
度
障
が
い
者
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
整

備
促
進
に
つ
い
て
。

Ａ　

重
度
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
は
、

自
身
や
介
護
者
の
高
齢
化
に
よ
り
、
将

来
の
自
立
し
た
生
活
に
つ
い
て
切
実
な

不
安
を
お
持
ち
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
今
後
ふ
え
て

い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
整
備
促
進
は
、
障
が
い
者

の
地
域
生
活
へ
の
移
行
に
向
け
た
受
け

皿
と
し
て
有
効
な
施
策
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
で
は
障
が
い
者
の
自
立
を
支
援

す
る
た
め
の
協
議
会
の
意
見
も
踏
ま

え
、
研
究
し
て
い
く
。

「
筋
痛
性
脳
脊
髄
炎

／
慢
性
疲
労
症
候

群
」
と
は
あ
る
日
突

然
全
身
倦
怠
感
に
襲

わ
れ
、
強
度
の
疲
労
感
と
頭
痛
、
筋
肉

痛
な
ど
の
症
状
に
長
く
苦
し
む
難
病
。

こ
の
病
気
の
子
ど
も
へ
の
対
応
に
つ
い

て
研
修
す
る
機
会
を
教
員
に
与
え
る
べ

き
。

Ａ　

筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
／
慢
性
疲
労

症
候
群
は
、
学
校
現
場
で
あ
ま
り
認
知

さ
れ
て
お
ら
ず
、
対
応
の
仕
方
も
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
県
立
学
校
と

市
町
村
立
学
校
の
管
理
職
研
修
会
や

養
護
教
諭
研
修
会
等
を
通
じ
て
、
本
疾

病
の
症
状
に
応
じ
た
配
慮
事
項
や
個

別
指
導
の
在
り
方
等
を
周
知
し
て
い

く
。

診
療
の
補
助
で
あ
る

特
定
行
為
を
行
う
看

護
師
を
養
成
す
る
た

め
の
特
定
行
為
研
修

を
地
域
で
受
講
で
き
る
よ
う
、
指
定
研

修
機
関
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。
今

後
、
医
療
機
関
等
に
国
の
助
成
事
業
を

周
知
し
活
用
を
促
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

Ａ　

指
定
研
修
機
関
に
は
、
昨
年
８
月

に
筑
後
地
区
の
二
つ
の
病
院
が
、
今
年

２
月
に
は
北
九
州
地
区
の
一
つ
の
病
院

が
指
定
を
受
け
た
。
研
修
機
関
の
設
置

を
検
討
し
て
い
る
医
療
機
関
等
に
対

し
、
県
の
受
講
ニ
ー
ズ
調
査
で
得
た
情

報
を
提
供
、
国
の
助
成
事
業
も
紹
介
し

設
置
を
促
す
。

Ｊ
Ｒ
九
州
の
ダ
イ
ヤ

改
正
に
よ
る
田
川
地

域
へ
の
影
響
と
同
社

株
へ
の
出
資
に
つ
い

て
。

Ａ　

県
が
４
月
に
行
っ
た
ダ
イ
ヤ
改
正

後
の
影
響
調
査
で
は
、
田
川
地
域
の
住

民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
も
影
響
が

出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
正
前
後
の
状

況
を
比
較
分
析
し
、
路
線
ご
と
の
改
善

項
目
を
示
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州
に
ダ
イ
ヤ
の

見
直
し
を
要
望
し
た
。
Ｊ
Ｒ
九
州
の
株

主
と
な
る
こ
と
は
、
自
ら
の
意
見
や
主

張
を
経
営
に
反
映
さ
せ
る
手
段
の
一
つ

で
あ
る
が
、
財
政
負
担
の
大
き
さ
と
そ

の
費
用
対
効
果
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
30
年
産
米
の
作

付
け
動
向
及
び
今
後

の
需
給
調
査
に
つ
い

て
。

Ａ　

国
は
市
町
村
等
で
構
成
す
る
地
域

協
議
会
に
対
し
、
４
月
末
時
点
で
全

国
の
作
付
け
動
向
を
調
査
し
、
前
年

の
１
３
７
万
㌶
と
比
べ
て
大
き
く
変

化
す
る
こ
と
は
な
い
と
見
込
ん
で
い

る
。
県
で
も
現
段
階
の
調
査
で
前
年
の

３
万
５
１
０
０
㌶
と
同
水
準
に
な
っ
て

い
る
。
国
は
今
後
も
産
地
別
の
価
格
・

在
庫
量
等
の
情
報
を
提
供
し
、
都
道
府

県
と
翌
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

情
報
交
換
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

県
も
引
き
続
き
地
域
協
議
会
と
連
携

し
、
需
要
に
応
じ
た
米
の
生
産
を
進

め
て
い
く
。

30
～
40
歳
世
代
は

将
来
の
地
域
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
得
る

存
在
。
移
住
・
定

住
促
進
の
観
点
か
ら
「
２
倍
成
人

式
」、「
30
歳
の
同
窓
会
」
を
実
施
す

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

Ａ　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
本
県
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機

会
。
こ
の
世
代
が
故
郷
に
戻
っ
て
く

れ
ば
、
地
域
活
動
の
担
い
手
と
し
て

期
待
さ
れ
、
地
域
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
。
県
外
か
ら
の
参
加
者
が
本
県

へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
な
が
る
よ
う
、

市
町
村
と
も
連
携
し
、
移
住
・
定
住

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

安
保
法
制
制
定

後
、
自
衛
隊
は
格

段
に
攻
撃
能
力
を

高
め
、
九
州
・
福

岡
は
日
米
一
体
の
出
撃
拠
点
に
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
知
事
の
認
識

は
。
米
岩
国
基
地
の
緊
急
時
の
代
替

飛
行
場
と
な
る
築
城
基
地
は
ど
の
よ

う
に
運
用
さ
れ
る
の
か
明
ら
か
に
、

芦
屋
基
地
の
滑
走
路
延
長
は
中
止

を
、
そ
れ
ぞ
れ
防
衛
省
に
求
め
よ
。

平
和
外
交
に
踏
み
出
す
よ
う
国
に
求

め
よ
。

Ａ　

こ
れ
ら
の
点
は
安
全
保
障
に
関

わ
る
問
題
。
自
衛
隊
の
体
制
は
国
の

専
管
事
項
で
、
憲
法
９
条
と
の
関
連

性
も
含
め
、
国
に
お
い
て
適
切
に
判

断
さ
れ
る
べ
き
も
の
。

公
明
党

緑
友
会

日
本
共
産
党

山口 律子
（北九州市若松区）

岩元 一儀
（北九州市八幡西区）

中村 誠治
（久留米市）

堤 かなめ
（福岡市博多区）

西尾 耕治
（糟屋郡）

壹岐 和郎
（北九州市小倉北区）

高橋 雅成
（福岡市博多区）

大塚 勝利
（福岡市東区）

大城 節子
（福岡市中央区）

神﨑 　聡
（田川郡）

堀　 大助
（行橋市）

小河 誠嗣
（うきは市）

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
７
日
に
招

集
さ
れ
、
６
月
25
日
ま
で
19
日
間
の

会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
県
職
員
の
不
祥

事
を
受
け
提
出
さ
れ
た
「
知
事
及
び

副
知
事
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
条
例
議

案
11
件
、
専
決
処
分
し
た
も
の
に
つ

い
て
報
告
し
承
認
を
求
め
る
議
案
２

件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
関
す

る
議
案
７
件
、
人
事
に
関
す
る
議
案

１
件
、
そ
の
他
の
議
案
２
件
、
計
23

件
の
議
案
と
諮
問
１
件
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
議
に
当
た
っ
て
は
、
不
祥
事
の

再
発
防
止
策
、
福
岡
空
港
の
民
間
委

託
問
題
、
地
域
公
共
交
通
問
題
、
防

災
・
危
機
管
理
対
策
、
保
健
医
療
介

護
問
題
、
福
祉
労
働
問
題
、
環
境
問

題
、
農
政
問
題
、
教
育
問
題
な
ど
県

政
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
福
岡
空
港
の
民
間
委
託
に
関

し
て
は
、
北
九
州
空
港
と
の
連
携
を

見
据
え
た
将
来
構
想
な
ど
に
つ
い
て

や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
提
出
さ
れ
た
議
案

23
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
、
承
認
ま
た
は
同
意

さ
れ
、
諮
問
１
件
に
つ
い
て
は
、
請

求
を
棄
却
す
る
旨
の
答
申
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

平
成
三
十
年
六
月



ふくおか県議会だより 2018年（平成30年）８月発行第27号 （6）

※トピックス記事の中には、議会のホームページで詳しく掲載しているものもありますので、ぜひ、ご覧ください。

トピックス

　７月25日、東京都で開催された第160回全国都道府県議会議長会定例
総会において新役員の選任が行われ、井上順吾議長が全国都道府県議会
議長会副会長に就任しました。
　総会では、役員等の選任のほか平成29年度決算の認定が行われ、議案
審議では、「平成30年７月豪雨による災害に関する決議」など４件の決
議案並びに「平成31年度政府予算編成並びに施策に関する提言」につい
て審議が行われ、採決の結果、いずれの議案も原案のとおり可決しまし

た。翌26日には、総
理との懇談会が行
われ、７月豪雨に
係る被害対応や地
方創生を支える高
速交通網の整備促
進などブロックご
とに発言し、政府
との意見交換が行
われました。

全国都道府県議会議長会定例総会

　７月９日、県の県人会担い手育成招へい事業で来県している海外福岡
県人会の子どもたち21人と引率者・留学生（９カ国：ブラジル連邦共和
国、ボリビア多民族国、コロンビア共和国、アメリカ合衆国、メキシコ
合衆国、ペルー共和国、パラグアイ共和国、アルゼンチン共和国、カナ
ダ）が県議会を訪問され、畑中茂広副議長と懇談しました。
　畑中副議長は、「福岡滞在を楽しんで、素晴らしい思い出をたくさん
つくってください。今回の交流が、福岡県と各国との結びつきをさらに
強める契機となるよう期待しています」と挨拶しました。引率者を代表
して、ブラジルの重

しげ
エリッキ和男さんは、「国や言語が異なる私たちが

ここに集うのは、福岡県の子孫であるという共通点があるから。他の子
どもたちにも同じ機会が得られるようこのプログラムを将来に渡って存
続していただきたい」と挨拶されました。

海外福岡県人会の子どもたちによる県議会訪問

　７月27日、福岡県とタイ王国・バンコク都との友好提携に基づく交流
の一環で実施される、青少年海外派遣プログラムに参加される県内高校
生９名の皆さんが、バンコク都への派遣を前に、県議会を訪問されまし
た。県議会では、畑中茂広副議長をはじめ、福岡県タイ友好議員連盟の
吉村敏男会長ほか役員が出迎え、訪問を歓迎しました。
　畑中副議長は、「同世代の高校生やホームステイ先のファミリーとの
交流を通じて、たくさんのことを学び、帰国後も交流が続くような親友
をつくってきてください。このプログラムにより、福岡県とバンコク都の
結びつきがさらに強まることを大いに期待しています」と挨拶しました。

海外へ派遣される高校生が県議会を訪問
　平成27年から改
築工事が行なわれ
ていた福岡県立久
留米スポーツセン
ター体育館、久留
米市武道館、久留
米市弓道場の工事
を終え、３施設が
一体となった「久
留米アリーナ」が
開館し、６月２日

に記念式典が行なわれました。本施設は、かねてより、地元からも整備
を望む声が上がっていたことや、青少年を育成する中において大変重要
な施設であることから、県議会としても整備を要望してきたもので、式
典には井上順吾議長、川端耕一文教委員長をはじめ多くの議員が参加し
ました。
　井上議長は「この久留米アリーナが、地域における人々の、スポーツ
を『する人』『観る人』『支える人』を支援し、充実を図るための拠点と
なり続けるよう、支援していく所存です」と挨拶し開館を祝いました。

久留米アリーナ開館記念式典

　多くの尊い命を奪い、未曾有の被害をもたらした「平成29年７月九州
北部豪雨」の発生から一年となる平成30年７月５日、朝倉市と東峰村に
おいて、九州北部豪雨災害犠牲者追悼式が行なわれ、井上順吾議長及び
地元県議の栗原渉議員が出席しました。
　井上議長は、「発災直後より、皆様方は、お互いに助け合いながら様々
な苦難を乗り越えてこられたことと存じます。しかし、今もなお多くの
方が仮設住宅などで不自由な生活を余儀なくされている状況は、一日も
早く解決すべき課題です。県議会といたしましても、被災地域の一日も

早い復興に向け、これまで
同様、県行政と一体となり、
皆様が安心して暮らせる社
会の実現に全力を挙げると
ともに、災害の記憶を風化
させることなく、今後とも
総合的な防災対策を推進し
てまいります」と、哀悼の
言葉を述べました。

九州北部豪雨災害犠牲者追悼式

　７月17日から24日までの日程で、井上順吾議長と各会派の代表者等か
らなる福岡県議会と福岡県の訪問団が、ブラジル日本移民110周年記念
式典に参加するためブラジルを訪問しました。
　記念式典は眞子内親王殿下ご臨席のもと、サンパウロで21日に開催さ
れ、ブラジル側からは州知事や市長、外務省高官らが出席し、地元日系
人による和太鼓や踊りのパフォーマンスが披露されました。
　訪問団はこのほか開拓戦没者追悼慰霊碑法要を行うとともに、ブラジ
ル福岡県人会との交流会や、スザノ福博村でブラジル福岡県人会スザノ
支部50周年記念式典に参加するなど、福岡県人会との交流を深め、絆を
より強固なものとしました。井上議長は県人会との交流会で「ブラジル

と日本を繋ぐ絆
がしっかりと出
来ていることを
感じました。皆
様方から頂いた
お気持ちを県議
会に伝えるとと
もに、次に向け
ての支援を行う
ことを約束しま
す」とあいさつ
しました。

ブラジル日本移民110周年記念式典
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※トピックス記事の中には、議会のホームページで詳しく掲載しているものもありますので、ぜひ、ご覧ください。

トピックス

　７月20日、福岡県とハワイ州の姉妹提携35周年を機に毎年開催されて
いる「HA

ハ ワ イ ア ン

WAIIAN F
フ ェ ス テ ィ バ ル

ESTIVAL IN FUKUOKA 2018」に出席のため来
県されているジョージ・アリヨシ元ハワイ州知事、バートランド・コバ
ヤシ ハワイ州議会議員ら関係者が県議会を訪問されました。
　県議会では、畑中茂広副議長をはじめ各会派の代表者らが訪問を歓迎
し、畑中副議長は、「本県とハワイ州との結びつきがさらに強まること
を期待するとともに、アリヨシ様の故郷である福岡の地を、一層、魅力
あふれるものにしていきたいと考えています」と挨拶しました。

　アリヨシ元州知事は、
「福岡県とハワイ州の関
係を良くすることは、世
界のためにもなります。
お互いに仲良く、手を取
り合い、いつまでもこの
関係を続けていくことが
大事だと思います」と挨
拶されました。

ジョージ・アリヨシ元ハワイ州知事の県議会訪問
　７月14日から16日まで、寛仁親王妃信子殿下は、「アジア太平洋こど
も会議・イン福岡」30周年記念行事へのご臨席と地方事情ご視察のため、
福岡県にお成りになりました。
　15日は、福岡市内で開催された「アジア太平洋こども会議・イン福岡」
30周年記念式典にご臨席になり、お出迎えした井上順吾議長、小川洋知
事らとともにアジア太平洋各国・地域のこども大使によるパフォーマン
スなどをご覧になりました。

　この30年間に各国か
ら福岡へやって来たこ
ども大使は約9,000人、
受け入れホストファミ
リ ーも7,000家 族 に 及
び、福岡とアジア太平
洋の各国・地域の子ど
もたちの交流の輪は確
実に広がりを見せてい
ます。

アジア太平洋こども会議・イン福岡　30周年記念行事

　６月７日、本県議会議員をはじめ九州の政財界の有志を会員とする「九州の自立を考える会」（会長：
藏内勇夫議員）が福岡市内で広域行政セミナーを開催しました。第14回目となる今回は「東京の政治、
日本のこれから」と題して行政学・地方自治論が専門の中央大学名誉教授 佐々木信夫氏に講演いただ
きました。
　佐々木氏は、人口縮小期における統治のしくみとして道州制の導入を唱えられ、「東京一極集中のリ
スクを絶つためにも、東京２割減反政策を実施すると同時に、新たな日本の形として、全国を10の州に
する。これによって30～40兆円を削減し、一方では広域圏同士が競い、対外貿易を活発化することで日
本を再生し、人口は減っても豊かな国になっていく。こういうビジョンを掲げて日本づくりを進めても
らいたい」、「釜山、ソウル、上海などを圏域として九州を真ん中に置いて考えると、九州はアジア経済
圏の中心であり、ゲートウェイになることは間
違いない。日本を州制度に変えると、九州は日

本の中心になる可能性が強く、オーストラリア、インドを超える経済立国になる可能性が高い」、
「国家戦略特区の道州制版として九州道州制特区を指定すべきである」と提言されました。
　また、この日のセミナーでは、九州の自立を考える会が取りまとめた『九州の成長戦略に係
る政策提言』のひとつとして提言していた九州の統一的ロゴマーク（下に関連記事を掲載）が
正式発表されたことにも触れられ、藏内会長が主催者を代表して、各提言が大きく前進してい
ることに対する関係者の支援・協力にお礼を述べ、来賓として出席した井上順吾議長は、「九
州ロゴマークを活用して、九州が一体となったさまざまな分野における取り組み、九州の連携
する姿を分かりやすく国内外にＰＲし、九州の成長・発展に寄与することを大いに期待してい
ます」と挨拶しました。

「九州の自立を考える会」広域行政セミナー

　ラグビーワールドカップ2019福岡開催の成功に向け、７月１日から４日までの日程で、井上順吾議長は、各会派の代表者や小川洋知事、九州・山口
各県と経済界のトップで構成する九州地域戦略会議の方々と共にフランスを訪問し、福岡や熊本など九州での試合が決定している同国からの観光客の
増加を図るため、伝統文化や観光資源などの魅力をＰＲするプロモーションを行いました。
　主な活動としては、九州観光セミナーとして、現地の旅行社等を対象とした九州観光のプレゼンテーションや個別商談会を実施するとともに、九州
合同レセプションとして、フランスの政府・スポーツ・旅行・メディアの関係者を対象に観光や伝統工芸、食など魅力をＰＲしました。また、パリ市
内の展示会会場では、イベントを行うとともに、発表されたばかりの九州ロゴマークを活用した九州合同のブースを出展し４日間に渡りＲＷＣ2019や
観光についてＰＲを行い、九州が一体となった取り組みを強く印象付けました。
　訪問団は、この他にもフランスラグビー連盟のセルジュ・シモン副会長やフランス観光開発機構、フランス欧州・外務省、在フランス日本大使館を
訪問し、今後の九州とフランスの交流について意見交換を行いました。

フランスにおける九州合同プロモーション

フランスラグビー連盟を訪問（左から６番目がセルジュ・シモン副会長） 展示会会場の様子

＜九州ロゴマーク＞

このロゴマークは、今
後、九州・山口の複数
の県が連携して取り
組む事業などで活用
されます。
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■ 議会の庶務、経理　■ 本会議傍聴
■ 議会棟見学　など
TEL 092-643-3823　FAX 092-643-3825
E-mail  gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

総 務 課
■ 本会議、委員会などの運営
■ 請願、陳情　■ 会議録作成　など
TEL 092-643-3827　FAX 092-643-3825
E-mail  ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

議 事 課

■ 議案、行政施策、法令等の調査
■ 議会の広報　■ 議長会議　など
TEL 092-643-3832　FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

調 査 課

■ 議員提出条例の制定・改廃
■ 政策提言に係る企画支援　など
TEL 092-643-3806　FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政 策 企 画 支 援 室
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＜編集委員＞
委 員 長　栗原　　渉（自民党県議団）
副委員長　大橋　克己（国民民主党・県政県議団）
委　　員　塩川　秀敏（自民党県議団）　　仁戸田元氣（国民民主党・県政県議団）
　　　　　松下　正治（公明党）　　　　　椛島　德博（緑友会）

● ９月７日（金）　開      　　　会
● ９月13日（木）　代　表　質　問
● ９月14日（金）　代　表　質　問
● ９月18日（火）　一　般　質　問
● ９月19日（水）　一　般　質　問
● ９月20日（木）　一般質問・決特委
● ９月21日（金）　常 任 委 員 会
● ９月25日（火）　常 任 委 員 会
● ９月26日（水）　常 任 委 員 会
● ９月27日（木）　本　　会　　議

９月定例会のスケジュール（予定）
● ９月28日（金）　決算特別委員会
● 10月１日（月）　決算特別委員会
● 10月２日（火）　決算特別委員会
● 10月３日（水）　決算特別委員会
● 10月４日（木）　決算特別委員会
● 10月５日（金）　決算特別委員会
● 10月９日（火）　決算特別委員会
● 10月10日（水）　決算特別委員会
● 10月12日（金）　閉　　　　　会

９ ⁄７（金）から
９月定例会が
始まります！
日程は右のとお
りです。傍聴・視
聴の際の参考に
してください。

記録的豪雨災害からの早期復旧・復興に向けて 

避難情報と住民がとるべき行動

注意報・警報・特別警報
記録的短時間大雨情報
土砂災害緊急情報　など

国

「『避難指示』が発表されない」は「災害が発生しない」ではありません。テレビやラジオの気象情報などを活用し、早め早めの行動をとることが大切です。

ウェブサイトによる情報の入手
河川等の巡視、住民からの情報
避難所の状況　など

洪水特別警戒水位情報
水防警報、土砂災害警戒情報
土砂災害緊急情報　など

県

避難経路が通行規制
の基準を超えそうな
場合など

土砂災害警戒情報が
出た場合など

状況がさらに悪化し
たり、避難勧告によ
る避難が十分でなか
ったりする場合など

・気象情報に注意し避難の準備
　を整える
・高齢者や乳幼児らは避難する

・避難勧告で避難しそびれた人
　は避難する
・外出が危険な状況では自宅内
　のより安全な場所に移る

・避難する

市町村 住　民

避難準備・
高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示（緊急）

⇨

⇨

⇨

➡

➡

➡

情
報
の
収
集
・
伝
達

危
険
性

高

気象情報・防災情報

　西日本を中心に広い範囲で発生した平成30年７月豪雨は、本県においても尊い人命を奪い、各地で住宅や建物、道路、河川、鉄道、さらに農産物など
に大きな被害をもたらしました。
　県議会では、災害直後から会派で災害対策本部を立ち上げるとともに、小川洋知事へ緊急要請活動を行いました。併せて、被災地の復旧・復興に全力
で取り組んでおり、７月10日からは、井上順吾議長は、地元議員や小川知事らとともに、久留米市、北九州市、飯塚市などの被災現場の視察を行いまし
た。視察先では、重機で仮支えしている住居や、出荷できなくなった野菜、築堤が崩壊した鉄道などの被害状況の視察を行い、北九州の災害現場では献
花し、お亡くなりになられた方のご冥福をお祈りしました。農業用ハウスや鉄道の被災現場では、関係者から被害の状況について説明を受けました。
　昨年の九州北部豪雨災害からちょうど１年たった時期に、また大きな災害が発生しました。県議会では、引きつづき委員会活動や会派の災害対策本部
等を通して、県執行部と一体となって被災者の生活支援や公共土木施設の復旧等を推進し、被災地の一日も早い復旧・復興に向けて取り組んでまいります。

命を守るために!!　〜大雨になるおそれの雨が降り出したら〜
　集中豪雨は、短時間のうちに狭い地域に集中して降る豪雨のことで、梅雨の終わりごろによく起こります。台風や大雨などによる風水害の
危険が迫ってきた場合は、気象情報を確認しながら、早め早めの対応を心がけましょう。

◆危険を感じたら早めの避難
○台風や大雨が予想される場合には早めに避難場所などの安全な場
所に避難する。
○夜間～翌日早朝に大雨が予測される際には、暗くなる前に避難す
る。
○避難に関する情報に注意する。（下記参照）

◆避難に関する３つの情報
○災害が発生し、又は、災害が発生するおそれが高まった場合、自
治体は避難を促す情報を発令します。

○情報には３種類あり、「避難準備・高齢者等避難開始」→「避難勧告」
→「避難指示（緊急）」の順に災害による人的被害の切迫度は高
まります。

北九州市門司区の災害現場の視察 久留米市北野町農業用ハウスの視察 平成筑豊鉄道の被災現場の視察
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